
 本 研 究 で は、付 加 詞 に お け る ラ ベ ル 付 与 

（Labeling Algorithm: Chomsky 2013) のメカニズ

ム及び適用条件を再検討する。ラベル付与は言語理

論の根幹を成す統語操作であり、理論的変遷を経て

これまで広く研究されてきた。しかし、先行研究の多く

は主語、目的語などの項を対象としており、修飾語句

である付加詞のラベル付与については未だ明らかに

されていない。 

  この現状を踏まえ、本研究では、付加詞の統語的

位置及び他の統語操作との相互作用を手がかりに、

付加詞におけるラベル付与の仕組みを明らかにする

ことを目的とする。また、本研究の理論的帰結として、

日本語において英語と同様に動詞句削除が存在する

ことを提案する。 
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